【飼料生産技術指標の利用上の留意点】

１．利用可能な経営

　自給飼料の作付は、県内で一般的に行われている飼料用トウモロコシとイタリアンライグラスおよびエン麦を組み合わせたものとしています。それぞれの作物はサイレージとしての利用により通年給与体系をとっています。また、家畜ふん尿の堆肥化による投入量も加味して、飼養規模に見合った作付面積を確保しつつ、飼料全体に占める自給飼料の割合を３５％を目標としています。

２．想定される施設・資本装備

  堆肥散布、施肥、耕起、播種等の作付作業および刈り取り調製の一連の作業に要する機械装備を保有していることを想定します。飼料用トウモロコシはサイロを用いたサイレージ調製を行いますが、エン麦およびイタリアンライグラスについては、ロールベーラとベールラッパによるロールサイレージ調製を想定しています。

３．指標値の利用

（１）飼料作物生産

飼料作物の安定的生産のためには、地域にあった適切な品種選定、肥培管理、適期作業等を行うことが大切です。栽培作物の耕種基準を参考にしてください。ＴＤＮ収量は、飼料用トウモロコシは黄熟期、エン麦・イタリアンライグラスは出穂期が最大となりますので、適期収穫に努めてください。

また肥培管理においては、家畜ふん尿は堆肥化して飼料畑へ施用することを推奨します。ふん尿の有効活用は、環境への負荷を軽減し、畑土壌の物理性を良好にするなど持続的な農業を進めることにつながります。堆肥からの肥料成分の供給を考慮すれば化学肥料の施用量を低減することもできます。なお、堆肥の大量施用は硝酸態窒素の増加を招き、家畜への影響が心配されますが、給与量で調整してください。施肥基準においては１０アールあたり３トン程度の施用が適当とされています。

（２）調製技術

　牧草利用については、乾草生産に代わりロールベーラとベールラッパを利用したラップサイレージ調製が主体となってきました。天候による影響を少なくし、計画的な作業が進めやすくなることや、調製作業労働の軽減につながっています。ラップサイレージの場合においても、調製の基本は空気を追い出し嫌気的条件下で発酵させることであり、水分５０～６０％に調製した材料草を早期密封することが、良質なサイレージ調製に必要です。

（３）労働配分

  飼料用トウモロコシ、エン麦、イタリアンライグラスの作付体系により、年間の作業を計画的におこなうことが大切です。また品種の特性を知り早晩生の組み合わせによっても労働の集中を分散させることができます。

４．自給飼料作物の増産技術について

（１）飼料イネホールクロップサイレージの利用

  飼料作物の栽培は減少傾向にありますが、作付拡大を図るために水田利用技術の導入が進められています。飼料イネは排水対策の必要がないため作りやすく、また水田における生産調整対策のうえからも重要な作物となっています。

  飼料イネは、ホールクロップサイレージの調製により、飼料価値を高めたほうが良いでしょう（ＴＤＮ５５％程度ありチモシー並の栄養価）。水分が６５％以下となる黄熟期に刈り取りし、ラップサイレージ調製を行うことが適当です。調製作業には専用のロールベーラが開発され利用されています。農業公社への作業委託も可能であり、生産物は広域での流通も行われています。

また飼料イネは多収であり、多肥栽培でも耐倒伏性が優れています。耕畜連携を図り堆肥の活用と流通を進めることが期待されます。

（２）細断型ロールベーラ

　生物系特定産業技術研究支援センター（生研センター）等で、飼料用トウモロコシの収穫調製用に開発されたものです。専用のベールラッパと組み合わせてラップサイレージを調製します。

　水分が７０％程度になった黄熟期の飼料用トウモロコシをコーンハーベスタで収穫し、細断された材料を圧縮しネットで包むようにしてロールに成形します。通常のロールベーラよりも高密度に梱包され、高品質で保存性に優れたラップサイレージを作ることができます。作業は全て機械化され人手が掛からず、炎天下の詰め込み作業などの重労働を軽減することが可能です。
さらに現在では汎用型ロールベーラーが開発されつつあり、完成されれば長大作物、牧草、飼料イネなどが１台で収穫調整可能となります。
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